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①
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こ
の
論
文
は
、
「
経
営
史
」
と
い
う
学
問
領
域
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
（
＞
－
守
①
0
0
．
O
｝
與
目
昌
胃
こ
〔
」
雪
o
o
1
）

の
主
題
と
方
法
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
検
討
を
加
え
、
経
営

史
学
の
存
在
理
由
と
そ
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　
経
営
史
と
い
う
名
の
研
究
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
日

本
で
行
な
わ
れ
て
い
一
た
が
、
そ
れ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
新
た
な
手
法
や
主
題
が
紹
介
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
英
語
で
は
、
、
｝
冨
－
篶
ω
ω
雪
g
o
ミ
．
．
（
1
以

下
、
こ
れ
を
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
と
カ
ナ
で
記
す
）
と
呼

ぱ
れ
た
。
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
「
経
営
」
の
違
い
が
重
要
か
ど
う
か

は
、
そ
の
違
い
が
「
過
去
に
よ
る
現
在
の
理
解
」
（
マ
ル
ク
・
ブ

ロ
ッ
ク
）
と
い
う
歴
史
学
の
意
義
に
関
係
す
る
か
ど
う
か
に
よ
る
。

こ
の
論
文
で
私
が
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
の
主
題
と
方
法
が
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
た
か
、

と
い
う
点
で
あ
り
、
第
二
に
そ
れ
で
も
な
お
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が

解
明
し
て
き
た
過
去
は
現
在
の
理
解
の
た
め
に
不
十
分
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
理
由
は
手
法
が
文
字
ど
お
り
「
経
営
史
」
と
し
て
狭
い

間
題
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
第
三
に
、
そ
れ
に
代

わ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
と
い
う
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
と
い
う
研
究
が
、
ど
の
よ
う
に
始

め
ら
れ
た
か
、
そ
の
後
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
性
格
を
変
え
た
か
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
ど
の
よ
う
な
登
場
の
仕
方
を
し
た
か
、
の
三
点
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に
つ
い
て
、
必
要
な
限
り
で
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
は
、
一
九
三
〇
年
に
ハ

ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
講
座
と
し
て
開

設
さ
れ
た
。
こ
こ
に
教
授
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
、
経
済
史
研
究

に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
確
立
し
て
い
た
グ
ラ
ー
ス
（
Z
．
ω
』
．

9
富
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
〇
年
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の

事
情
は
こ
の
新
た
な
科
貝
の
順
調
な
広
が
り
を
許
す
に
は
厳
し
く
、

グ
ラ
ー
ス
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
の
確
立
の
た
め
に
孤
立

無
援
の
努
カ
を
続
け
た
。
グ
ラ
ー
ス
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
．
ヒ
ス
ト

リ
」
の
存
在
意
義
を
、
「
経
済
史
が
も
の
ご
と
を
、
行
な
わ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
と
し
て
説
明
す
る
の
に
対
し
て
」
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
．

ヒ
ス
ト
リ
は
そ
れ
を
経
過
中
の
こ
と
と
し
て
把
握
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
を
事
後
的
に
説

明
す
る
の
で
は
な
く
、
方
針
を
選
択
し
つ
つ
あ
る
行
為
者
の
立
場

に
身
を
置
い
て
説
明
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
同
じ
頃
、
「
企
業
者
史
」
と
い
う
研
究
を
提
唱
し
て
い
た
シ

ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
（
』
。
ω
9
■
昌
温
冨
『
）
も
、
同
じ
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
経
済
史
が
事
態
を
事
後
的
な
こ
と
と
し
て
説

明
す
る
の
に
対
し
て
、
企
業
者
史
は
そ
れ
を
事
前
の
こ
と
と
し
て

説
明
す
る
」
。
も
っ
と
も
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
膨
大
な
歴
史
叙
述

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
企
業
者
性
能
は
前
提
と
さ
れ
た
ま
ま
立

ち
入
っ
た
解
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
企
業
者
史

学
は
、
戦
後
の
一
時
期
、
ア
メ
り
力
を
中
心
に
盛
ん
に
な
っ
た
が
、

こ
の
視
点
は
ま
っ
た
く
引
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
、
杜
会
・
文
化

構
造
か
ら
行
動
様
式
を
説
明
す
る
手
法
に
進
ん
で
方
法
的
に
行
き

詰
ま
っ
た
。
企
業
者
史
学
の
機
関
誌
は
「
経
済
史
」
と
名
称
を
変

え
、
内
容
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
に
及
収
さ
れ
て
消
滅
し
た
。

グ
ラ
ー
ス
に
せ
よ
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
に
せ
よ
、
歴
史
を
事
後
的
に

で
は
な
く
事
前
に
説
明
す
る
と
い
う
の
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
が
、

そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
方
法
的
展
開
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
同

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
手
法
は
一
つ
の
で
き
，
こ
と

を
仔
細
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
長
期
に
わ
た
る
歴
史
的

変
化
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　
第
二
の
、
そ
の
後
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
の
性
格
で

あ
る
が
、
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
個
々
の
大

規
模
な
企
業
の
歴
史
か
、
経
営
管
理
の
方
式
や
制
度
の
歴
史
で
あ

づ
た
。
管
理
上
の
制
度
や
方
式
は
、
大
量
生
産
方
式
や
体
系
的
管

理
か
ら
、
T
Q
C
や
事
業
部
制
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
．
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
至
る
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
が
日
本
で
一
般
化
が
試
み

ら
れ
る
と
き
に
は
、
好
ん
で
主
題
と
さ
れ
た
。
た
し
か
に
「
ビ
ジ

855
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ネ
ス
．
ヒ
ス
ト
リ
L
を
「
経
営
史
」
と
し
た
こ
と
は
、
名
称
上
の

間
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
じ
っ
さ
い
に
も
「
経
営
史
」
は
、
「
ビ

ジ
ネ
ス
」
で
は
な
く
「
経
営
」
を
主
題
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
．
ヒ
ス
ト
リ
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
広
い
意
味
合
い
を

持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
経
営
史
」
は
内
容
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら

企
業
内
部
の
構
造
や
経
営
管
理
の
歴
史
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
も
そ
こ
で
は
大
規
模
企
業
、
と
り
わ
け
大
規
模
製
造
企
業
が
、

現
代
企
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
三
の
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
ど
の
よ
う
な
登
場
の
仕
方
を
し
た

、
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
業
績
の
な
か
で
、
専
門

分
野
を
越
え
て
著
名
な
の
は
、
『
戦
略
と
組
織
』
、
『
ヴ
ィ
ジ
ブ

ル
．
ハ
ン
ド
』
、
お
よ
び
、
『
ス
ケ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
ス
コ
ウ
プ
』

の
三
冊
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
大
学
人
文

学
部
で
歴
史
学
を
専
攻
し
、
二
つ
の
大
学
で
歴
史
学
教
授
を
経
て
、

一
九
七
一
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
ビ
ジ

ネ
ス
．
ヒ
ス
ト
リ
教
授
に
就
任
し
、
近
年
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
著
書
は
現
代
企
業
の
特
徴
を
、
大
規
模
で
内
部
に

発
達
し
た
階
層
組
織
を
持
つ
も
の
と
捉
え
、
現
代
企
業
が
形
成
さ

れ
る
論
理
や
、
そ
れ
が
他
の
タ
イ
プ
の
企
業
に
優
越
す
る
仕
組
み
・

経
営
階
層
組
織
が
発
達
す
る
過
程
を
解
明
し
て
い
る
。

ニ
　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
経
営
史

　
『
戦
略
と
組
織
』
（
一
九
六
二
年
－
邦
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
）

は
、
「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
と

と
も
に
、
■
チ
ャ
ン
ド
ヲ
ー
の
名
を
高
め
た
著
書
で
あ
る
が
、
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
は
も
と
に
な
る
研
究
を
こ
の
数
年
前
か
ら
著
し
て
い
た
。

そ
の
主
題
は
、
一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
代
企
業
の

出
現
、
現
代
企
業
の
発
達
過
程
に
み
ら
れ
た
戦
略
、
現
代
企
業
を

特
徴
づ
け
る
経
営
階
層
組
織
の
形
成
と
構
造
変
化
、
な
ど
で
あ
っ

た
。
『
戦
略
と
組
織
』
は
、
一
方
で
、
こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
大

企
業
を
大
量
観
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
方
で
、
数
社
の
代
表

的
企
業
に
つ
い
て
詳
細
な
実
証
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
づ
て
、
階

層
組
織
の
構
造
を
企
業
の
発
展
方
向
、
す
な
わ
ち
「
戦
略
」
か
ら

説
明
し
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
そ
れ
ま
で
の

製
造
部
門
だ
け
か
ら
、
販
売
部
門
や
原
材
料
部
門
へ
の
進
出
に
よ

つ
て
、
大
企
業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
こ
の
「
垂
直
統

合
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
管
理
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
一

「
職
能
別
部
門
制
組
織
」
が
相
次
い
で
導
入
さ
れ
た
。
第
一
次
世

界
大
戦
以
降
、
ア
メ
リ
カ
大
企
業
の
多
く
は
「
多
角
化
」
に
よ
っ

て
地
位
を
確
保
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
み
出
さ
れ
た
よ
り
複
　
捌
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雑
な
管
理
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
「
事
業
部
制
組
織
」
が
導

入
さ
れ
、
同
様
な
管
理
問
題
を
抱
え
る
大
企
業
に
普
及
し
た
。
、

『
戦
略
と
組
織
』
は
こ
の
過
程
を
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
戦
略

と
組
織
』
は
内
容
が
優
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
刊
行
が
日

本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
企
業
が
事
業
部
制
を
導
入
し
つ
つ
あ
。
た

一
九
六
〇
年
代
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
、
ま
た
「
組
織
は
戦
略
に

従
う
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
魅
力
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
に
引
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
組
織
は
戦
略
に
従
う
」
は
、
し
ば
し

ば
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
「
命
題
」
と
呼
ば
れ
る
二
と
が
あ
る
が
、
そ

う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
優
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
で
は
あ
っ

て
も
、
反
証
の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
う
意
味
で
の
学
問
的
命
題

で
は
な
い
。
し
か
も
全
く
同
様
な
言
明
は
1
そ
し
て
異
な
っ
た
条

件
下
で
は
そ
の
逆
に
つ
い
て
も
－
、
マ
ツ
ク
ス
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
に

よ
う
て
数
十
年
も
前
に
な
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
貢
猷

は
、
階
層
組
織
の
形
成
と
変
化
を
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

い
う
点
に
あ
る
。
一
　
　
　
　
．
　
ー

　
と
こ
ろ
で
現
代
の
大
企
業
の
特
徴
が
、
発
達
し
た
階
層
組
織
を

有
す
る
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
企
業
が
広
範
に
登
場
し
始

め
た
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、

官
僚
制
的
組
織
が
、
国
家
や
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
「
私
的
．
資

本
主
義
的
経
営
内
に
も
入
り
込
み
、
近
代
的
大
企
業
の
編
成
原
理

に
な
っ
て
い
る
L
と
指
摘
し
た
。
こ
の
階
層
組
織
に
関
す
る
研
究

水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
た
の
が
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
『
ヴ
ィ
ジ
ブ

ル
・
ハ
ン
ド
』
（
一
九
七
七
年
－
邦
訳
『
経
営
者
の
時
代
』
）
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
『
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
と
『
ス
ケ
イ
ル
．
ア

ン
ド
・
ス
コ
ウ
プ
』
（
一
九
九
〇
年
－
邦
訳
『
ス
ケ
ー
ル
．
ア
ン

ド
・
ス
コ
ー
プ
』
）
に
お
け
る
、
命
題
と
そ
の
論
証
の
仕
方
に
注

目
し
て
み
た
い
。
．

　
『
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
の
冒
頭
に
は
、
現
代
企
業
と
経
営

階
層
組
織
に
関
す
る
八
つ
の
命
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
官
僚
制
的
支
配
の
議
論
と
ほ
ぽ
完
全
に
重
な

る
（
第
－
表
）
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
独
創

性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
、
階
層
組

織
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
達
す
る
か
と
い
う
問
題
を
説

明
す
る
こ
と
に
、
初
め
て
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
成
功
は
、

ー
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ベ
ン
デ
ィ
ク
ス
を
は
じ

め
、
多
く
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
後
継
者
が
試
み
て
す
べ
て
失
敗
に
終

わ
っ
て
い
る
よ
う
な
1
官
僚
制
的
組
織
を
、
組
織
ぞ
の
も
の
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
企
業
発
展
の
論
理
か
ら
説
明

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

065



（5）　アルフレッド・チャンドラーと経営史学

第1表　チャンドラーの現代企業，

チャンドラー

複数事業単位企業による管理的調整は、

市場メカニズムによる調整より生産性、

コスト、利潤において優越する。

単一企業に多数の事業単位の活動を内

部化することの利益は、階層組織によって

初めて実現される。

近代企業は、経済活動の量が増大し、

管理的調整によるほうが市場より効率

的で有利な段階に達してから出現する。

ひとたぴ階層的管理組織が確立すると、

階層制組織自体が、企業の永続性、活

動カ、持続的成長の原動カとなる。

組織を構成する経営者は、専門的熟練

を要求されるために、その選抜と昇進は

訓練や経験、業綬に基づくようになる。

企業の業務内容が多様化し、管理者が

専門的になると、企業の経営はその所

有から分離する。

俸給経営者は意恩決定において、現在

の利潤を極大化するより、企業の長期的

な安定と成長に有利な政策を選好する。

大規模企業が成長し、経済の主要部門

を支配するにつれて、経済の全体構造

がこのために大きく変化した。

ウェーパーの官僚制的支配

　　　　ウエーバー

完全な発展をとげた官僚制的機構の他の形態に

対する関係は、ちょうど機械が機械によらない財

貨生産方法に対するごときものである。精確性・
迅速性．．．．費用の節約．．．．

規律と訓練が不可欠であるような杜会において

は。．一、官僚制的装置が欠如するときは、近代的な

生存可舘性が停止してしまうであろう。

官僚制化の本来の地盤は、行政事務の量的発

達・…およびその質的拡大にある。技術的な要

因＿、は、特殊近代的な交通手段の発達である。

ひとたび完全に実現されると、官僚制は最も打ち

こわしがたい社会組織の一っになる。

職務執行は徹底的な専門的訓練を前提とする。

職務執行は規則にしたがって行われる。これらの

知識は特殊の技術学をなし、官僚はそれを身に

つけている。

行政幹部は、行政手段や調達手段から分離され

る。職務上の金銭や資材は、私的財産から区別

されるが、それは私経済的経営では指導的企業

者の地位にまで及んでいる。

職業的官僚は、この機構に組み入れられた全職

員の共同の利害一この機構が機能し続け、組

織化されている支配が存続するようにという利害

関係一に、しっかりと結ぴつけられる。

官僚制の成立と普及とは、合理主義一般の進展

があらゆる分野において革命的影響を及ぼすの

が常であったと同様の革命的な影響を与えた。

A．D一チャンドラー，鳥羽・小林訳『経営者の時代』上，

一，世良訳『支配の社会学』⊥，32－141べ一ジ．
12－19べ一ジ．M．ウエーバ
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『
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
で
は
、
「
垂
直
統
合
」
が
、
現
代
企

業
の
出
現
に
さ
い
し
て
の
決
定
的
契
機
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は
、
現
代
企
業
の
特
徴
を
、
第
F
に
、
複
数
事
業

単
位
（
マ
ル
テ
ィ
・
ユ
ニ
ッ
ト
）
、
と
り
わ
け
複
数
職
能
で
あ
る

こ
と
、
第
二
に
、
経
営
階
層
組
織
を
発
達
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
の

二
つ
に
求
め
て
い
る
。
複
数
事
業
単
位
、
複
数
職
能
、
と
い
っ
た

用
語
は
説
明
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
企
業
は
、
元
来
、

一
つ
の
事
業
所
、
生
産
や
販
売
な
ど
の
ど
れ
か
一
つ
の
職
能
、
に

よ
っ
て
活
動
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
代
企
業
は
そ
れ
ら
を

複
数
そ
な
え
て
い
る
点
を
特
徴
と
す
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

単
一
の
事
業
所
、
単
一
職
能
か
ら
な
る
企
業
は
、
そ
の
活
動
を
市

場
（
の
見
え
ざ
る
手
）
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
が
、
現
代
企
業
は

そ
れ
を
管
理
の
「
見
え
る
手
」
に
よ
っ
て
内
部
で
調
整
し
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
で
は
、
複
数
職
能
企
業
を
も
た
ら

す
の
は
「
垂
直
統
合
」
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
垂
直
統
合
こ
そ
が
、

現
代
企
業
の
出
現
に
さ
い
し
て
の
決
定
的
契
機
と
な
る
。
経
営
階

層
組
織
の
発
達
へ
と
向
う
主
要
局
面
は
、
す
べ
て
垂
直
統
合
を
前

提
と
し
て
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
垂
直
統
合
は
一
方
で
は
、
企

業
内
に
取
り
込
ん
だ
財
の
流
れ
を
最
も
効
率
的
に
調
整
す
る
よ
う
、

職
能
別
部
門
制
組
織
を
発
達
さ
せ
た
。
他
方
で
、
垂
直
統
含
が
も

た
ら
し
た
複
数
職
能
は
、
組
織
内
に
お
け
る
高
度
な
管
理
的
調
整

の
必
要
を
生
み
出
し
、
ま
ず
ミ
ド
ル
の
専
門
経
営
者
を
、
や
が
て

1
水
平
結
合
を
経
て
で
は
あ
っ
た
が
－
ト
ッ
プ
の
専
門
経
営
者
を

登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
専
門
経
営
者
を
組
織
の

担
い
手
と
す
る
経
営
者
企
業
が
確
立
す
る
過
程
で
あ
づ
た
。
垂
直

統
合
↓
複
数
職
能
企
業
↓
職
能
別
部
門
制
組
織
↓
専
門
経
営
者
の

登
場
↓
経
営
者
企
業
と
い
う
の
が
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
現
代
企
業
の
発
展
の
論
理
で
あ
る
。
こ
の
連
鎖
は
、
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
の
説
明
で
は
強
い
因
果
関
連
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
命
題
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業
発
展
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、

普
遍
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
官
僚
制
的
支
配
が
技
術
的
優
秀

性
と
形
式
的
合
理
性
の
ゆ
え
に
あ
る
種
の
普
遍
性
を
持
つ
よ
う
に
、

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
そ
っ
く
り
重
な
る
命
題
で
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
経
験
も
ま
た
、
普
遍
性
の
高
い
も
の

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
階
層
組
織
を
持
つ
大

企
業
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
よ
り
優
れ
て
お
り
、

ま
た
他
の
地
域
に
お
い
て
も
妥
当
性
が
高
い
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　
『
ス
ケ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
ス
コ
ウ
プ
』
は
、
垂
直
統
合
か
ら
経

265
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営
者
企
業
ま
で
の
因
果
関
連
が
強
固
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
営
階

層
組
織
を
持
つ
大
企
業
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て

よ
り
優
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
普
遍
性
を
持
つ
こ
と
を
、
「
比
較
史
」

の
手
法
を
用
い
て
証
明
し
た
試
み
で
あ
る
。
『
ス
ケ
イ
ル
・
ア
ン

ド
．
ス
コ
ウ
プ
』
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ

ツ
に
お
け
る
現
代
企
業
の
発
展
過
程
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

－
『
ス
ケ
イ
ル
．
ア
ン
ド
・
ス
コ
ウ
プ
』
は
、
「
製
造
」
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
三
つ
へ
の
投
資
が
、
現
代
企

業
が
出
現
す
る
う
え
で
の
決
定
的
要
因
で
あ
る
、
と
い
う
命
題
を

た
て
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
垂
直
統
合
と
そ
れ
を
土
台
に
し

た
階
層
組
織
の
形
成
と
い
う
『
ヴ
イ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
の
枠
組

を
、
そ
の
ま
ま
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
犬
量
生
産
を
基
礎
に
し

て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
投
資
す
る
こ
と
は
垂
直
統
合
と
同
義
で

あ
る
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ヘ
の
投
資
と
は
階
層
組
織
の
形
成
に
他

な
ら
な
い
。
『
ス
ケ
イ
ル
・
ア
ン
ド
・
ス
コ
ウ
プ
』
で
は
、
こ
の

命
題
が
、
『
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
を
復
習
す
る
か
た
ち
で
ま

ず
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
た
ど
ら
れ
、
次
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

に
製
造
、
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
三
つ
へ
の
投
資

が
見
ら
れ
な
け
れ
ぱ
、
経
営
者
企
業
は
登
場
し
な
い
こ
と
が
．
明
ら

か
に
さ
れ
て
、
当
初
の
命
題
の
「
裏
」
が
証
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
へ
の
三
つ
の
投
資
が
行
わ
れ
れ
ば
、
ア

メ
。
リ
カ
と
は
違
う
け
れ
ど
も
経
営
者
企
業
が
出
現
す
る
こ
と
で
、

当
初
の
命
題
が
強
固
な
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
論
証
の
手

法
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
営
階
層
組
織
を
持
つ
大
企
業
は
、
そ
れ

を
持
た
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
よ
り
優
れ
て
お
り
、
ま
た
他
の

地
域
に
お
い
て
も
妥
当
性
が
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

三
　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
相
対
化
と
批
判
の
試
み

　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
命
題
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
一
つ
の
歴
史
的

経
験
に
基
づ
き
な
が
ら
、
普
遍
的
な
表
現
を
取
っ
て
い
る
。
「
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
の
相
対
化
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
命
題
が
ア
メ
リ
カ

大
企
業
に
妥
当
し
た
と
し
て
も
、
他
の
地
域
の
大
企
業
に
は
別
の

説
明
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
批
判
」
の
ほ
う
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
説
明
が
当
の
ア
メ
リ
カ

に
つ
い
て
も
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
。

者
を
、
順
に
試
み
て
み
よ
う
。

　
相
対
化
の
試
み
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
現
代
企
業
と
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
官
僚
制
的
支
配
の
議
論
に
お
け
る
違
い
に
着
目
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
命
題
は
、
第
－
表
に
示
し
　
醐
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た
よ
う
に
、
驚
く
ほ
ど
類
似
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
き
く
違
う
点
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
強
調
し
て
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
は

み
ら
れ
な
い
論
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
説
明

で
は
、
階
層
組
織
が
出
現
す
る
に
は
、
複
数
職
能
で
あ
る
こ
と
が

決
定
的
に
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
私
的
企
業
の
世
界

に
関
す
る
か
ぎ
り
、
階
層
組
織
は
垂
直
統
合
の
産
物
で
あ
っ
た
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
普
遍
性
を
要
求
し
て
い
る
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
い
う
両
者
の
議
論
に
ず
れ
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
注
目
し
て
両
者
の
い
ず
れ
か
を
相
対
化
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
の
説
明
は
、
今
で
は
少
し
古
い
議
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

は
い
え
、
以
上
の
点
の
背
潰
を
理
解
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
議
論
は
、
市
場
と
組
織
（
企
業
）
と
に
関

す
る
「
取
引
費
用
の
理
論
」
と
親
和
性
を
持
つ
て
い
る
。
『
ヴ
ィ

ジ
ブ
ル
・
ハ
ン
ド
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
自
体
が
、
「
市
場
の
見
え

ざ
る
手
」
に
対
比
さ
せ
た
「
管
理
の
見
え
る
手
」
を
象
徴
し
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
取
引
費
用
の
理
論
は
、
企
業
と
い
う
も

の
を
、
市
場
に
代
替
す
る
資
源
配
分
の
仕
組
み
と
し
て
説
明
し
て

き
た
。
こ
の
考
え
方
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
観
察
し
た
垂
直
統
合
1
や
、
そ
れ
に
伴
う
複
数

職
能
企
業
－
は
、
資
源
の
う
ち
で
も
「
通
常
の
財
」
（
モ
ノ
）
と

い
う
資
源
に
関
し
て
、
組
織
が
市
場
に
代
替
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
か
し
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
が
扱
わ
な
か
っ
た
労
働
力
や
資
本
と

い
っ
た
他
の
資
源
配
分
に
関
し
て
も
、
組
織
は
市
場
に
代
替
し
う

る
。
ア
メ
リ
カ
の
経
験
は
、
組
織
（
企
業
）
出
現
の
一
つ
の
あ
り

方
に
他
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
を
基
準
に
し
て
他
の
地
に
同
じ
経

験
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
は
別
の
組

織
が
出
現
し
た
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

定
義
に
従
え
ば
、
ど
の
資
源
に
お
い
て
も
、
「
見
え
ざ
る
手
」
の

出
現
は
存
在
す
る
。
そ
し
て
「
通
常
の
財
」
に
お
け
る
組
織
の
市

場
代
替
が
、
資
本
市
場
や
労
働
力
配
分
の
そ
れ
よ
り
一
般
的
か
ど

う
か
、
あ
る
い
は
よ
り
普
遍
的
で
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
一

義
的
に
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
以
上
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
相
対
化
の
手
法
は
、
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
の
議
論
の
な
か
か
ら
普
遍
性
を
欠
く
か
も
知
れ
な
い
論
点
を

捜
し
出
し
、
そ
の
点
を
手
が
か
り
に
ア
メ
リ
カ
以
外
の
大
企
業
に

つ
い
て
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
と
は
別
の
説
明
を
試
み
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
手
法
に
は
、
欠
陥
が
あ
る
。
最
大
の
欠
陥

は
一
こ
の
手
法
が
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
チ
ヤ
ン
ド
ラ
ー
の
説

脳
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明
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
犬
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
点
に
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
説
明
は
、
当
の
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
不
適

切
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
い
ま
一
つ
の
批
判
で
あ
る
。
強
固
な

因
果
の
連
鎖
や
一
貫
し
た
命
題
を
く
つ
が
え
す
た
め
に
は
、
必
ず

し
も
よ
り
優
れ
た
因
果
の
連
鎖
や
命
題
を
対
置
さ
せ
る
必
要
は
な

い
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
・
か
の
や
り
方
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
つ

の
批
判
を
試
み
て
み
よ
う
。
一
つ
は
大
企
業
体
制
の
優
位
性
や
不

可
逆
性
に
関
す
る
も
の
、
い
ま
一
つ
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
中
心
概

念
で
あ
る
「
経
営
者
企
業
」
の
射
程
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
お
け
る
現
代
企
業
形
成
の
各
局
面
は
、
す
ぐ

次
の
局
面
の
原
因
を
な
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
管
理
上
の
課
題

を
下
か
ら
上
へ
と
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
過
程
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
、
・
い
つ
た
ん
基
本
的
に
解
決
さ
れ
る

と
、
ふ
た
た
び
重
大
な
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
先
ほ
ど
と
は
反
対
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
官
僚
制
的
支
配
の
議
論

に
お
い
て
強
調
し
て
い
て
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
論

点
が
一
つ
あ
る
。
階
層
組
織
は
「
職
務
」
の
分
業
体
系
を
と
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
あ
つ
て
は
、
官
僚
制
的

支
配
は
職
務
と
い
う
客
観
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
単
位
の
う
え
に

立
つ
、
と
い
う
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
つ
た
。
こ
の
論
点
は
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
は
な
い
。
「
職
務
」
の
分
化
は
、
ア
メ
リ
カ
で

は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
作
業
現
場
に
お
い
て
進
行
し
て
お
り
、
チ

ャ
ン
ド
ラ
ー
に
と
つ
て
は
解
決
ず
み
の
、
い
わ
ぱ
所
与
の
こ
と
が

ら
で
あ
つ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
に
は
労
務
管
理
や
労
使
関
係
の
議

論
が
な
い
と
い
う
批
判
が
し
ぱ
し
ぱ
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が

な
い
の
は
、
そ
う
し
た
問
題
が
大
企
業
体
制
成
立
前
に
解
決
さ
れ

て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ら
へ
の
言
及

が
な
い
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
欠
陥
と
な
る
の
で

は
な
い
。
し
か
し
い
っ
た
ん
解
決
さ
れ
た
は
ず
の
課
題
が
、
後
の

局
面
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
．
な
い
の
だ
ろ
う
・
㍗

　
同
様
な
こ
と
は
、
垂
直
統
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
　
一
群
の
企

業
が
垂
直
統
合
へ
と
向
つ
た
原
因
の
一
つ
に
、
大
且
虹
生
産
体
制
が

確
立
し
た
結
果
、
供
給
が
需
要
を
大
幅
に
上
回
る
事
態
が
出
現
し

た
こ
と
は
、
一
般
に
も
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
自
身
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
垂
直
統
合
は
、
そ
う
し
た
事
態
を
解
決
す
る
も
の
で

あ
つ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
な
過
剰
生

産
は
、
大
量
生
産
体
制
下
で
そ
の
後
も
一
度
な
ら
ず
起
こ
っ
て
お

り
、
垂
直
統
合
て
い
ど
で
は
と
う
て
い
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
局
面
で
出
現
し
て
き
た
労
使
の
紛

争
や
過
剰
生
産
を
、
大
企
業
が
自
力
で
解
決
し
た
と
は
考
え
が
た
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が　　業
有二自
効つ身
か　め・が
と　の十
い　’分
う現に
点代強
に企固
つ業で
し・は　あ
て　r　　っ

で経た
あ営か
る　者　ど

が企　う一
　、　塞　九

　　　　第2表大企業の連続性

　　　　　1955　1970　1980　1990年

同　本　105　　100　　98　98社
イギリス　　92　　100　　75　61社
アメリカ　　89　　100　　75　54社

（1970年度の大企業100社のうち，各年次

に存続した企業の数．同本とイギリスは，

1970年度の付加価値・上位100社一アメ

リカは，1970年度の付加価値・上位500社

から系統的に100社を選んだもの．いずれ

も金融を除く，鉱工商サーピスの私企業．

データは，いずれも鈴木．）

社
社
社

9
8
6
1
5
4

い
。
最
後
に
、
専

門
的
能
カ
と
情
報

量
の
優
位
に
基
づ

い
て
確
立
し
た
は

ず
の
経
営
者
の
覇

権
も
、
安
泰
で
は

な
い
こ
と
は
、
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
こ
う
し

た
事
態
を
解
決
し
、

大
企
業
が
持
続
す

る
た
め
に
、
大
企

業
自
身
が
十
分
に
強
固
で
あ
つ
た
か
ど
、
γ
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
二
つ
め
の
、
現
代
企
業
は
「
経
営
者
企
業
」
と
理
解
す
る
こ
と

が
有
効
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
、
一
れ
は
、
一
貫
し
た

命
題
も
ゆ
る
が
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
の
第
七
の
命
題
は
、
経
営
者
企
業
に
お
い
て
は
「
企
業

の
長
期
的
な
安
定
と
成
長
に
有
利
な
政
策
が
選
好
」
さ
れ
る
、
と

い
っ
た
意
味
の
内
容
が
注
意
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
一
の
命
題

は
支
持
で
き
る
か
。

　
ア
メ
リ
カ
大
企
業
の
長
期
的
な
行
動
様
式
や
政
策
選
好
の
特
徴

は
、
他
地
域
の
大
企
業
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
試
み
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
大
企
業
は
、

他
地
域
の
大
企
業
と
比
し
て
、
長
期
的
に
見
て
も
中
期
的
に
見
て

も
、
成
長
性
を
示
す
売
上
高
や
純
資
産
の
伸
び
が
、
他
の
指
標

（
時
価
総
額
、
経
常
利
益
、
賃
金
支
払
額
な
ど
）
の
伸
び
に
対
し

て
、
相
対
的
に
低
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は

大
企
業
の
消
滅
が
他
の
地
域
に
比
ぺ
て
は
る
か
に
急
激
に
進
行
し
、

安
定
性
が
高
く
な
か
つ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
（
第
2
表
）
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
大
企
業
で

は
長
期
的
な
安
定
と
成
長
に
有
利
な
政
策
が
選
好
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
意
図
せ
ざ
る
結
果
」
と
し
て
、
他
、
の
指
標
を

増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
り
、
こ
れ
ま
た
意
図
に
反
し
て
企
業

そ
の
も
の
が
－
じ
つ
に
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
半
数
近
い
大
企
業
が
、

二
〇
年
問
に
ー
消
滅
し
て
し
ま
。
た
の
だ
、
と
い
う
解
釈
を
施
す

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
－
後
者
は
、
か
な
り
強
引
な
解
釈
で
は
あ

る
が
。

　
し
か
し
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
う
し
た
「
結
果
」
か
ら
、
結
果
と

は
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
意
図
」
（
選
好
）
が
ど
、
一
に
あ
。
た

か
を
分
析
す
る
手
法
も
、
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
が

665
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あ
の
「
目
的
論
的
関
連
の
因
果
関
連
へ
の
組
み
替
え
」
と
い
う
手

法
を
使
っ
た
と
き
は
、
目
的
も
結
果
も
は
っ
き
り
し
て
い
た
が
、

そ
れ
と
違
っ
て
、
こ
こ
で
は
結
果
だ
け
が
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
こ

か
ら
目
的
を
解
析
し
つ
つ
、
そ
れ
を
目
的
論
的
関
連
に
逆
に
組
み

替
え
て
い
く
と
い
う
困
難
さ
が
あ
る
が
。
－
そ
の
手
法
を
使
う
と
、

次
の
よ
う
な
事
実
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
一
九
七
〇

年
を
境
に
し
て
、
そ
れ
以
前
の
ア
メ
リ
カ
大
企
業
は
、
賃
金
支
払

額
や
経
常
利
益
の
増
大
を
相
対
的
に
よ
り
重
視
し
、
そ
れ
以
後
の

時
期
は
売
上
や
純
資
産
の
増
大
を
相
対
的
に
よ
り
重
視
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
命
題
に
照
ら

せ
ば
奇
妙
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
関
心
が
、
政
策
選
好
そ
の

も
の
に
あ
る
の
か
、
政
策
選
好
と
そ
の
結
果
と
の
関
係
に
あ
る
の

か
は
、
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
こ
こ
で
は

関
係
な
い
。
経
営
者
企
業
が
よ
り
確
固
と
し
て
い
た
は
ず
の
一
九

七
〇
年
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
命
題
は
支

持
さ
れ
ず
、
逆
に
、
経
営
者
企
業
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
と
人
ぴ
と
が

感
じ
て
い
る
時
期
に
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
命
題
に
表
現
さ
れ
た
よ

う
な
選
好
が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
奇
妙
な
事
実
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
企
業
が
そ
の
最
盛

期
に
お
い
て
経
営
者
企
業
で
は
な
か
っ
た
、
と
断
ず
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
強
固
な
経
営
者
企
業
が
、
必
ず
し
も
専
門
経
営
者
の
利

害
関
心
を
優
先
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
反
対
に
専
門
経
営
者
以

外
の
利
害
が
優
先
さ
れ
て
い
る
・
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
れ
が
経
営
者

企
業
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
事

実
は
、
企
業
の
目
標
や
行
動
様
式
を
、
よ
り
複
雑
な
協
力
あ
る
い

は
排
除
の
関
係
か
ら
、
あ
る
い
は
利
己
的
お
よ
び
利
他
的
な
動
機

の
両
方
か
ら
、
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
問
題
は
、
こ
う
し
た
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
ア

メ
リ
カ
企
業
を
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
よ
う
に
経
営
者
企
業
と
よ
ぶ
こ

と
に
、
い
づ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
有
効
性
が
あ
る
か
、
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
。
垂
直
統
合
か
ら
経
営
者
企
業
に
至
る
論
理
は
、

『
経
営
戦
略
と
組
織
七
で
の
い
ま
一
つ
の
発
展
方
向
で
あ
る
多
角

化
を
も
説
明
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
局
面
を
説
明
で
き
・

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ジ
ネ
ス
の
き
わ
だ
づ
た
特
徴
で
あ
る
、
科

学
的
管
理
、
研
究
開
発
投
資
、
技
術
的
多
角
化
、
情
報
技
術
の
実

用
化
と
い
う
た
事
実
を
も
説
明
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
の
二
つ
の
例
は
、
大
企
業
体
制
が
持
続
し
た
の
は
そ
れ
自

体
の
優
位
性
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
う
た
こ
と
、
大
企
業
を

経
営
者
企
業
1
と
呼
び
た
く
な
る
よ
う
な
時
期
が
あ
っ
た
に
せ
よ

567
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1
、
と
捉
え
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
有
効
性
が
あ
る
。
か
と
い
う
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

四
　
大
企
業
体
制
の
相
対
化

　
こ
こ
ま
で
の
議
論
は
、
大
企
業
、
と
ぺ
に
大
規
模
製
造
企
業
を
、

現
代
企
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
前
提
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
形
成
や

内
部
の
経
営
管
理
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
あ

て
て
き
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
説
明
の
相
対
化
も
、
そ
の
批
判
の

試
み
も
、
大
企
業
（
体
制
）
を
前
提
と
し
た
議
論
で
あ
つ
た
。
経

営
管
理
や
組
織
構
造
を
主
題
と
す
る
以
上
、
そ
の
対
象
は
自
ず
と

大
企
業
に
限
ら
れ
る
。

　
そ
の
構
造
や
行
動
様
式
に
場
所
や
時
代
に
よ
る
違
い
が
あ
る
に

せ
よ
、
大
企
業
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
現

実
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
は
、
「
大

企
業
経
済
」
と
呼
び
た
く
な
る
よ
う
な
急
激
な
集
中
が
、
長
期
問

に
わ
た
っ
て
進
行
し
続
け
た
し
、
日
本
に
お
い
て
も
働
く
な
ら
大

企
業
だ
と
多
く
の
人
が
考
え
た
時
期
が
あ
っ
た
。
プ
メ
リ
カ
を
舞

台
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
議
論
も
、
大
企
業
を
め
ぐ
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
が
一
様
に
扱
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
企

業
の
構
造
や
行
動
様
式
に
は
国
ご
と
に
違
い
が
あ
る
、
と
い
っ
た

説
明
も
な
さ
れ
て
き
た
。

　
た
し
か
に
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、

、
こ
く
近
年
に
至
る
ま
で
、
大
企
業
が
経
済
活
動
全
体
に
占
め
る
割

合
は
1
と
人
び
と
は
考
え
て
き
た
が
、
正
確
に
与
一
口
う
と
、
大
規
模

製
造
企
業
が
製
造
部
門
全
体
に
占
め
る
割
合
は
1
、
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
ほ
ど
上
昇
を
続
け
た
。
一
方
、
北
米
に
お
い
て

は
、
大
企
業
は
一
九
五
五
年
頃
ま
で
経
済
全
体
に
占
め
る
度
合
を

増
大
さ
芙
の
ち
、
あ
る
水
準
で
数
十
年
問
と
ど
訂
つ
た
。
合
衆

国
に
お
い
て
は
、
製
造
企
業
上
位
一
〇
〇
社
の
国
内
純
生
産
に
占

め
る
割
合
は
、
一
九
五
五
年
に
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
以
後
、

そ
の
ま
ま
変
化
な
く
推
移
し
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
を
二
〇
〇
社
に

し
て
も
、
五
〇
〇
社
に
し
て
も
、
趨
勢
に
は
全
く
変
り
は
な
い
。

し
か
し
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
に
し
て
も
、
こ
の
合
衆
国
に
し

て
も
、
い
ず
れ
も
大
製
造
企
業
が
、
経
済
活
動
全
体
に
お
い
て
高

い
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
う
た
と
こ
ろ
で
の
事
情
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
づ
て
世
界
の
主
要
な
経
済
圏
域

や
産
業
地
域
を
見
渡
し
た
と
き
に
、
過
去
に
お
い
て
、
ど
こ
で
も

大
企
業
体
制
が
－
そ
れ
を
広
い
意
味
に
と
づ
た
ば
あ
い
に
も
－
進

展
し
た
の
↑
は
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
大
企
業
へ
の
集
中
は
、
日
本
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
進
行
し
な
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か
っ
た
。
推
計
可
能
な
時
期
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
日
本
で
は
、
一

般
集
中
度
は
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
高
く
な
る
。
目
本
で
は
出

荷
額
や
総
資
産
の
一
般
集
中
度
は
、
大
企
業
出
現
の
比
較
的
初
期

（
一
九
二
〇
年
）
に
高
く
、
そ
の
後
、
低
下
を
続
け
て
、
一
九
六

〇
年
以
降
は
他
の
近
代
産
業
地
域
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
ま
ま
推

移
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
製
造
企
業
を
ど
の
よ
う
な
基
準

（
売
上
、
資
産
、
付
加
価
値
）
で
と
っ
て
も
、
ま
た
上
か
ら
い
く

つ
と
っ
て
も
、
大
企
業
の
範
囲
を
金
融
以
外
の
全
企
業
に
広
げ
て

も
－
た
だ
し
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
つ
い
て
は
数
値
を
得
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
が
1
、
変
り
は
な
い
。

　
長
い
産
業
の
歴
史
を
持
つ
南
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央

部
の
諸
地
域
、
あ
る
い
は
近
隣
の
東
ア
ジ
ア
産
業
諸
地
域
に
関
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
産
業
発
展
は
、

こ
の
点
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
こ
う
し
た

推
計
す
ら
著
し
く
困
難
で
あ
る
が
、
集
中
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と

は
お
そ
ら
く
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
企
業
の
経
営
史
に
よ
っ
て
は
説
明
で
き
な
い

広
大
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
が
存
在
し
続
け
た
こ
と
も
ま
た
、
事
実

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
企
業
を
対
象
と
す
る
経
営
史
を

や
め
て
、
中
小
企
業
の
産
業
集
積
の
世
界
を
追
え
ぱ
「
過
去
に
よ

る
現
在
の
理
解
」
が
で
き
る
と
考
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
疑
問

で
あ
る
。
大
企
業
の
外
部
の
世
界
が
、
申
小
企
業
の
産
業
集
積
だ

け
で
は
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
の
産
業
地
域
の
繁
栄
は
、

金
融
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
競
争
上
の
優
位
と
は
、
し
ば
し
ぱ
相

反
し
、
あ
る
い
は
後
者
に
お
け
る
条
件
の
変
化
か
ら
決
定
的
な
打

撃
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
経
験
的
に
わ
か
っ
て
い
る
。

「
ス
ケ
ー
ル
と
ス
コ
ー
プ
」
が
働
か
な
い
世
界
も
、
一
様
で
は
な

い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
小
ビ
ジ
ネ
ス
の
繁
栄
と
金
融
・
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
競
争
優
位
は
、
い
ず
れ
も
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
風
の
「
ス

ケ
ー
ル
と
ス
コ
ー
プ
」
で
は
説
明
で
き
ず
、
し
か
も
両
者
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
発
展
に
さ
い
し
て
異
な
っ
た
論
理
が
働
い
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
両
者
の
論
理
は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
ゲ
ー
ム
を
決
着
す
る
制
度
的
諸
ル
ー
ル
が
異
質
で
あ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
う
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
も
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
必
ず
し
も
企
業
内
部
の
「
経
営
」
が
主
要
な

論
点
と
な
る
の
で
は
な
い
。
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五
　
シ
ス
テ
ム
を
決
定
す
る
要
因

　
な
ぜ
、
世
界
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
大
企
業
体
制
が
優
勢
と
な
り
、

他
の
と
こ
ろ
で
は
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
長
期
に
わ
た

っ
て
優
位
を
保
つ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
一
九
世
紀
以
来
、

前
者
に
対
す
る
後
者
の
従
属
な
い
し
補
完
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
両
者
は
、
他
方
の
一
方
に
対
す
る
従
属
・
補
完
で
は

説
明
で
き
な
い
ほ
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
互
い
に
独
立
し
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
に
並
存
し
て
き
た
。

　
こ
の
問
い
と
は
別
で
あ
る
が
、
第
二
に
、
な
ぜ
中
小
企
業
の
集

積
を
基
盤
と
し
た
産
業
上
の
繁
栄
と
、
金
融
や
サ
ー
ビ
ス
の
繁
栄

は
、
容
易
に
は
両
立
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
の
問
い
に
対
し
て
、
大
企
業
体
制
は
強
さ
の
半
面
、
固
有

の
も
ろ
さ
を
持
ち
、
次
第
に
自
ら
の
力
で
そ
の
も
ろ
さ
を
解
決
で

き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
、
と
笈
口
え
た
の
は
ピ
オ
ー
ル
・
セ
イ
ブ
ル

で
あ
っ
た
。
ア
メ
’
力
で
大
企
業
体
制
が
長
期
に
わ
た
っ
て
優
位

を
保
う
た
の
は
、
マ
ク
ロ
的
要
因
、
と
り
わ
け
政
府
に
よ
る
市
場

創
出
、
所
得
、
年
金
等
の
政
策
が
、
　
一
方
で
大
企
業
を
支
え
、
他

方
で
中
小
企
業
と
そ
の
制
度
的
基
盤
を
破
壊
す
る
よ
う
に
作
用
し

た
た
め
で
あ
る
、
と
す
る
説
明
で
あ
る
。

　
こ
の
説
明
は
、
大
量
生
産
方
式
の
存
続
に
つ
い
て
一
般
的
な
説

明
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
、
科

学
的
管
理
、
研
究
開
発
投
資
、
技
術
的
多
角
化
、
情
報
技
術
の
実

用
化
と
い
づ
た
他
に
見
ら
れ
な
い
一
連
の
特
徴
を
た
ど
っ
て
き
た

事
実
を
、
必
ず
し
も
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら

ア
メ
リ
カ
の
ピ
ジ
ネ
ス
に
見
ら
れ
る
き
わ
だ
っ
た
特
徴
は
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
専
門
的
知
識
・
能
力
も
合
め
て
、
知
識
を
使

う
こ
と
に
対
す
る
高
い
評
価
、
知
的
財
産
に
対
す
る
強
固
な
排
他

的
権
利
、
と
い
づ
た
制
度
的
な
条
件
や
慣
行
か
ら
矛
盾
な
く
説
明

で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
と
正
反
対
に
、
い
ま
一
つ
の
シ
ス
テ
ム

の
繁
栄
に
と
づ
て
は
、
知
的
所
有
権
が
弱
い
ほ
ど
好
都
合
で
あ
っ

た
、
と
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

　
ビ
オ
ー
ル
・
セ
イ
ブ
ル
の
説
明
は
、
大
企
業
体
制
の
う
ち
で
も
、

大
量
生
産
を
基
盤
に
持
っ
た
類
型
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
・

大
規
模
な
製
造
企
業
が
、
ど
こ
に
お
い
て
も
大
量
生
産
を
基
盤
に

持
っ
て
い
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
の
ぱ
あ
い
で
も
、
大
企
業
体

制
が
優
位
を
確
立
し
、
他
の
シ
ス
テ
ム
が
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
事

態
が
見
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
で
、
大
企

業
が
優
位
を
確
立
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
内
部
資
本
市
場
の
効
率
性

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
過
程
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も
ま
た
、
知
識
以
外
の
資
源
に
対
す
る
強
固
な
排
他
的
な
権
利
、

と
い
っ
た
制
度
的
条
件
や
慣
行
か
ら
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
の
間
い
に
関
し
て
ビ
オ
ー
ル
・
セ
イ
ブ
ル
は
、
代
替
的
な

シ
ス
テ
ム
ー
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
ク
ラ
フ
ト
」
シ
ス
テ
ム
と
い
う

よ
う
に
、
生
産
方
式
に
そ
く
し
た
区
文
を
し
て
い
る
が
ー
も
、
大

量
生
産
体
制
に
対
し
て
そ
れ
自
体
で
優
位
な
性
質
を
有
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
存
立
に
は
、
同
業
者
の
各
面
に
わ
た
る
協

同
や
、
技
術
の
共
用
や
融
資
な
ど
の
政
策
が
条
件
と
な
っ
た
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

　
代
替
的
方
式
が
。
仮
に
「
ク
ラ
フ
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
れ
を
支
え
た
制
度
的
条
件
は
、
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
地
域
的
繁
栄
を
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
・
か
に
シ
テ

ィ
（
〇
一
q
o
↓
－
o
巨
昌
）
の
よ
う
な
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ン

タ
ー
で
作
用
し
て
き
た
原
理
と
、
エ
ミ
リ
ア
や
大
田
区
の
よ
う
な

中
小
企
業
の
産
業
集
積
地
で
作
用
し
て
き
た
原
理
と
で
は
、
集
積

が
も
た
ら
す
効
果
と
い
う
点
で
類
似
し
た
面
が
認
め
ら
れ
る
。
集

積
効
果
は
、
シ
テ
ィ
が
、
他
の
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ン
タ
ー
に

対
し
て
な
ぜ
優
位
を
維
持
し
た
か
、
と
い
っ
た
説
明
の
一
部
に
は

な
ろ
う
。
あ
る
い
は
金
融
・
サ
ー
ピ
ス
と
中
小
企
業
の
産
業
集
積

で
は
、
ス
キ
ル
の
性
。
質
や
そ
の
形
成
方
法
や
、
投
資
の
バ
タ
ー
ン

が
違
う
、
と
い
っ
た
指
摘
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
な
ぜ
、
そ
の
場
に
展
開
し
た
の
は
一
方
で
あ
っ

て
他
方
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
シ
テ

ィ
は
大
田
区
に
は
な
り
え
な
・
か
っ
た
。
そ
の
逆
も
な
か
っ
た
。

　
こ
の
点
の
説
明
に
つ
い
て
も
、
マ
ク
ロ
的
要
因
に
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ぱ
ケ
イ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
、
申
央

政
府
が
パ
ー
ミ
ン
ガ
ム
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
犠
牲
に
し
て
、
シ

テ
ィ
の
利
害
に
沿
っ
た
政
策
を
と
っ
た
こ
と
を
、
為
替
や
通
貨
、

通
商
と
い
っ
た
面
に
そ
く
し
て
解
明
し
た
。
ケ
イ
ン
・
ホ
プ
キ
ン

ズ
に
は
、
な
ぜ
シ
テ
ィ
が
、
金
融
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
他
の
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
優
位
を
維
持
し
え
た
か
と
い
う
関
心
は
な
い
。

し
か
し
、
シ
テ
ィ
の
優
位
は
、
債
権
債
務
を
安
定
さ
せ
保
全
す
る

こ
と
を
他
に
優
先
さ
せ
る
よ
う
な
権
力
配
分
ル
ー
ル
か
ら
説
明
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
エ
ミ
リ
ア
や
大
田
区
の
よ
う
な

中
小
企
業
の
産
業
集
積
地
に
と
っ
て
は
、
反
対
に
こ
の
ル
ー
ル
が

強
く
な
い
ほ
う
が
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
論
文
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
経
営
史
の
手
法
を
め
ぐ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
議
論
を
試
み
た
。
一
つ
の
論
点
は
、
ア
メ

リ
カ
大
企
業
が
、
必
ず
し
も
普
遍
性
を
持
っ
た
大
企
業
の
モ
デ
ル

で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
論
点
は
、
大
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企
業
が
そ
れ
乱
体
、
ど
こ
で
も
優
位
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ

と
、
中
小
企
業
や
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
の
集
積
と
い
っ
た
代
替
的
な

シ
ス
テ
ム
も
、
固
有
の
優
位
性
を
持
ち
う
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
ど
れ
に
向
う
か
は
そ
れ
自
身
の
優
位
性
よ
り
は
一

何
ら
か
の
制
度
的
条
件
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
方
で
、

各
シ
ス
テ
ム
に
固
有
の
優
位
性
を
主
張
し
、
他
方
で
、
そ
れ
ら
に

優
越
す
る
マ
ク
ロ
的
条
件
の
意
義
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
矛
盾
し

七
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
私
に
は
、
ど
ち
ら
が
決
定
的
だ
と
い

う
証
拠
は
な
い
。
こ
の
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
経
営
史
」
が
、

大
規
模
製
造
企
業
と
そ
の
構
造
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
内
部
的

な
説
明
に
置
か
れ
て
ぎ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
を
打
開
す
る
た

め
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
」
の
可
能
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ

る
。
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学
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三
年
）
を
参

　
照
。

（
3
）
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
を
相
対
化
す
る
試
み
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
．
安

　
部
・
米
倉
著
『
経
営
吏
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
、
よ
り
本
格
的

　
に
は
、
く
o
ω
す
ざ
凹
斥
凹
ω
E
N
一
』
斥
一
旨
b
富
昌
耐
餉
雨
き
ミ
s
的
Φ
§
“
s
、
吻
－
蔓
o
・

　
§
§
㎞
－
§
o
I
～
9
r
o
目
o
o
p
8
竃
一

（
4
）
　
ピ
オ
ー
ル
・
セ
イ
ブ
ル
の
著
杳
は
、
山
之
内
・
永
井
訳
『
第
二

　
の
産
業
分
水
嶺
』
（
一
九
八
七
年
）
。
い
わ
ゆ
る
エ
ミ
リ
ア
・
モ
デ
ル

　
に
関
連
し
て
は
、
斎
藤
修
（
編
著
）
『
世
界
歴
史
』
二
二
巻
（
岩
波

　
書
店
、
　
一
九
九
八
年
）
、
よ
り
本
格
的
に
は
、
向
．
、
芸
①
（
＆
．
）
一
ぎ
ー

　
、
§
ぎ
ミ
b
済
ぎ
o
訪
§
乱
ぎ
“
“
ミ
『
§
O
o
－
S
雨
§
ぎ
S
ぎ
ミ
β
貫

　
冨
違
．

（
5
）
　
金
融
・
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
S
・
チ
ャ
プ
マ
ン

　
著
－
布
目
・
荻
原
訳
『
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
パ
ン
キ
ン
グ
の
興
隆
』

　
（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
、
ケ
イ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
の
主
著
は
、
竹

　
内
・
木
畑
他
訳
『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資
本
主
義
の
帝
国
』
1
，
n

　
（
名
古
屋
犬
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
。
よ
り
本
格
的
に
は
、
勾
。

　
O
1
一
≦
6
＝
討
（
o
ρ
．
）
一
ド
ぎ
“
b
耐
e
g
S
§
雨
S
“
ミ
ト
o
S
辻
o
S
昌
吻
O
、
｛
S
s
茗
－

　
9
ミ
O
§
ミ
一
■
昌
ま
P
曽
8
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
教
授
）
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